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研究成果の概要（和文）：乳幼児健診等で発達障害の可能性を危惧された「気になる子ども」と育児者に対する、保健
師の家庭訪問等の個別支援の特質を検討した。熟練保健師7名による個別支援過程において、保健師の意図302件、保健
師の行為1,575件を記述・内容分析し7分類45項目に統合した。また全国市町村1,650の母子保健担当保健師に質問紙を
郵送し、実践者の意見を把握した。740件(45.8%)回収し、各項目で「自分もよく実施する」「実施したことがある」の
回答者80%未満が16項目、「非常に重要と思う」「重要と思う」の回答者90%未満が2項目と概ね支持され、早期対応・
虐待防止のための指針案として提案できる可能性を確認した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to explore the nursing practices of public health nurses (PHNs) 
who provide home health nursing care for children with suspected Autism Spectrum Disorders (ASD) and 
their parents. Seven nurses were interviewed about their intentions and actions in their home health 
nursing practice. In total, 302 “intentions” and 1,575 “actions” were recorded and integrated 7 
factors and 45 items for the characteristics of nursing care. Surveys of PHNs in local governments 
throughout Japan (n=1,650) were conducted. Using a Likert Scale contained 45 items, participants were 
asked to rate each item. 740 (45.8%) completed questionnaires were returned. Fewer than 80% participants 
reported “frequently used” or “used” were 16 items. Fewer than 90% participants reported “very 
important” or “important” were 2 items. We found it possible to use the characteristics of care as 
guides in providing care, by encouraging early intervention and working to prevent child maltreatment.

研究分野： 地域看護学

キーワード： 発達障害の可能性を危惧した「気になる子ども」　家庭訪問援助　保健師の意図　保健師の行為　早期
療育・虐待予防支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

乳幼児健康診査や子育て相談の場で、発達

障害の可能性を危惧した「気になる子ども(多動、

衝動的、育てにくさ等)」を把握したとき、保健師

はその子どもへの育児支援に併せて、療育支援

への早期対応・子ども虐待防止が求められる 1)。 

子どもの健全な発育発達支援として保健師は、

見極めにくい広汎性発達障害の可能性のある

児を乳幼児健診等で早期発見し、①適切な療

育に結びつけ、専門スタッフからの助言や指導

が得られるようにする、②育児者とともに関係者、

関係機関とネットワークを組み、支援体制を整備

する、ことを目的に個別支援を行っている 2)。 

保健師による本児とその家族への個別支援で

は、家庭訪問という手段を主軸として、電話相談、

メール相談、関係機関・職種への連絡により実

施する。家庭訪問は、保健師の実践活動におけ

る中心的・特異的な方法であり、個別支援で主

軸となる方法である 3-5)。「気になる子ども」という

課題を家庭・地域生活から捉えなおし、家族の

対応・対処能力をアセスメントし、家族の回復力

を活かした関わりに、本児とその家族のペース

に併せて実施できる方法である。その特質は明

確に示され共有する価値がある。 

 

２．研究の目的 

「気になる子ども」と家族への個別支援を捉え、

そのあり方を含めて検討していくときに、家庭訪

問を主軸とした個別支援(以下、家庭訪問援助)

を捉えることは、今後の保健師の対応方法の質

向上、実践能力の向上に寄与しうる知見が得ら

れ、より適切な方法であると考えられた。 

本研究は、乳幼児健康診査や子育て相談の

場で発達障害の可能性を危惧された「気になる

子ども」と育児者へ家庭訪問援助の特質を明確

にし、支援の方向性を得ることを目的とする。家

庭訪問援助とは、保健師等の看護職による家庭

訪問という手段を主軸として、電話相談、メール

相談、関係機関・職種への連絡を伴った、本児

と家族への個別支援のことである。 

３．研究の方法 

(1) 研究対象 

五歳児健診を先駆的に実施する市の、熟練保

健師(原則 5 年以上の実務経験)による、乳幼児

健診等の場で「気になる子ども」と家族に対する

家庭訪問援助の過程を研究対象とする。情報

提供保健師には、①自身の家庭訪問援助を記

述し見直すことの意義を理解し、本研究に協力

してもらえる保健師、②家庭訪問援助を再現し、

自分の言葉で記述できる能力のある保健師とし

た。7 人の保健師から協力が得られた。 

(2) データ収集方法 

保健師による家庭訪問援助再現記録から調査

項目①保健師の意図、②保健師の行為をデータ

収集する。保健師の意図は、保健師がその専門

性において責任もって行う保健師の行為を看護

の目的に基づいて方向づける考えである。保健

師の行為は保健師の意図が方向づける保健師

の行為を保健師の意図に対応させて記述する。

保健師の行為には、保健師が内面において思

慮・選択・決定することも含めている。 

保健師による家庭訪問援助再現記録は、次の

手順により記述した。情報提供保健師には、その

援助過程を自身の言動ばかりでなく、内面で考

えていたこと、考えていたが結局行わなかったこ

とも含めて記述するように依頼した。また対象の

家庭内で実施したことばかりでなく、前後の電話

や e-mail での連絡、関係機関・職種への連絡も

含めて記述するように依頼した。 

次に、研究者がその記述内容から保健師の意

図と行為の内容について、保健師にインタビュー

で確認した。回答により研究者が加筆修正し、保

健師に確認する。これを合意できるまで繰り返し、

保健師による家庭訪問援助再現記録とした。こ

れを事例ごとに保健師の意図を時間順に記述し、

それに対応させて保健師の行為を記述した。デ

ータの記述と分類の適切さは、共著者 2 名に検

討してもらい信頼性・妥当性の確保に努めた。 

(3) 分析方法 

保健師の意図と、意図が方向づける保健師の



行為の組み合わせに対する内容構成分析と、次

の分析の視点をあてて保健師の意図と行為を概

観して性質を取り出した。すなわち①看護援助を

提供する者と受ける者との相互作用、②家庭・地

域生活を含めた援助提供、③援助ニーズの優先

度の判断と援助提供方法の選択、④対象の過去

の経験に対する援助提供、⑤保健福祉サービス

への適用、⑥看護援助の他事例や保健事業・施

策への反映、⑦関係職種との連携、である。分析

の視点は、今までの研究経過から修正を重ねて

採用してきたものである。これらを事例ごとに記述

し、保健師の行為と意図を概観して取り出した性

質を集めて、保健師による家庭訪問援助の特徴

としてまとめた。この特徴の社会的妥当性を評価

するため、全国市町村母子保健担当保健師(東

日本大震災被災地三県を除く全国市町村 1,650)

への郵送法による質問紙調査(リカート式と自由

記述)で、実践者の意見を把握した。各項目を

「自分もよく実施する」「実施したことがある」回答

者の合計の割合が 80%未満の項目、「非常に重

要と思う」「重要と思う」回答者の合計の割合が

90%未満の項目を要検討項目とした。 

(4) 倫理的配慮 

情報提供保健師への研究協力依頼に先だっ

て、また質問紙発送前に研究代表者の所属機関

の倫理審査委員会の承認を得た(臨認 22-7、臨

認 25-90)。上記に該当する情報提供保健師本

人に研究の主旨と目的を伝え、協力を依頼し合

意を得て、保健師の自由な意思で研究協力して

もらえるように口頭で伝えた。情報提供保健師が

研究協力できる職場の条件を整えるために、依

頼文書など事務手続きをした。その際、研究協

力同意書と研究者の研究倫理誓約書を交わし

た。 

また情報提供保健師の実践能力に対する尊

厳を保証し、記述内容に合意を得ながら情報収

集した。なお保健師の振り返りの情報収集であり、

前もって研究協力依頼ができなかった事例本

人・家族に対しては、特に個人を特定する表現

を避け、プライバシーを守る配慮をした。 

４．研究成果 

保健師の意図 302 件、保健師の行為 1,575 件

を記述・内容整理・分析し、支援指針を検討した

結果は以下のとおり 7 分類 45 項目にまとめられ

た。この項目へのリカート式質問紙調査で、740

件(45.8%)の回答を得た。各項目で「自分もよく実

施する」「実施したことがある」と回答した者が

80%未満だったものは16項目、「非常に重要と思

う」「重要と思う」と回答した者が 90%未満だったも

のは 2 項目だった。 

(1)事例ごとに分析の視点「1) 看護援助を提供

する者と受ける者との相互作用」をあてて、保健

師の意図と行為の組み合わせ 44 件を概観して

取り出した性質の記述をさらに概観して「育児者

のそっけない反応、転居、電話に出ない等があ

っても、接点をもち関係形成の可能性を探る」等

(他 5 項目)とまとめた。そこから「今後どうしたい

か語られるような育児者との信頼関係を形成し、

維持できるようにする」を家庭訪問援助の特徴と

した。「自分は実施したことがない」回答者数が

多いのは1項目「育児者の支援の求めに保健師

が応じなかったという思いを把握したとき、育児

者との関係性を修復する」だった。 

(2)事例ごとに分析の視点「2)家庭・地域生活を

含めた援助提供」をあてて、保健師の意図と行

為の組み合わせ 95 件を概観して取り出した性

質の記述をさらに概観して、「対象本児・家族の

家庭・地域生活状況・困窮の程度、家事能力、

社会性・理解力、精神状態に配慮する」「育児が

うまくいかない状況に潜む困難、家庭で助言の

取り入れ、就労と休息のバランス、児の育てにく

さと育てることの母の困難感に配慮する」等(他 4

項目)とまとめた。そこから「育児者が育児を放棄

する可能性も想定しつつ、児への対応能力を引

出し、良好な家族内人間関係のもと、療育生活

を継続できるようにする」を家庭訪問援助の特徴

とした。「自分は実施したことがない」回答者数が

多いのは 1 項目「児の発達上の課題を検討する

場に両親を巻き込み、共に取り組めるようにす

る」だった。 



(3)事例ごとに分析の視点「3) 援助ニーズの優

先度の判断と援助提供方法の選択」をあてて、

保健師の意図と行為の組み合わせ 147 件を概

観して取り出した性質の記述をさらに概観して、

「育児者と児のおかれている状況と、療育支援

の経過における課題を整理する」「育児者の児

への肯定的な捉え、前向きな取り組みを認めて

いく」等(他 7 項目)とまとめた。そこから「育児者と

児のおかれている状況と受け止め方を確認し、

児を肯定的に受け止めていることを認めつつ、

療育への適切な対応をしてもらうことを優先す

る」を家庭訪問援助の特徴とした。「自分は実施

したことがない」回答者数が多いのは「育児者と

小学校教員と共に、児の発達上の課題を解決

できるよう、正しい知識、適切な対応方法につい

て習得してもらう」他 1 項目だった。 

(4)事例ごとに分析の視点「4) 対象の過去の経

験に対する援助提供」をあてて保健師の意図と

行為の組み合わせ 37 件を概観して取り出した

性質の記述をさらに概観して、「診断を受けた時

の気持ち・療育施設での訓練に対する不信感を

受け止め、療育を継続していけるようにする」等

(他 3 項目)とまとめた。そこから「障害の診断を受

けた時の気持ち、関係機関・職種に対する思い

を受け止め、療育を継続できるようにする」を家

庭訪問援助の特徴とした。「自分は実施したこと

がない」「重要と思わない」回答者数が多い項目

はなかった。 

(5)事例ごとに分析の視点「5)保健事業や福祉サ

ービスへの適用」をあてて、保健師の意図と行

為の組み合わせ 87 件を概観して取り出した性

質の記述をさらに概観して、「より詳細な発達上

の確認ができ、より専門的な療育支援サービス

を利用できるようにする」「療育支援機関の方針

を育児者に理解してもらい、無理なく継続できる

ようにする」等(他 4 項目)とまとめた。そこから「関

係機関・職種の支援方針を育児者に理解しても

らい、より専門的な療育支援サービスを無理なく

継続利用できるようにする」を家庭訪問援助の

特徴とした。「自分は実施したことがない」回答

者数が多いのは「就学に向けての育児者の認

識を把握し、児にとって順調な就学の状況を整

えられるようにする」他 1 項目だった。 

(6)事例ごとに分析の視点「6) 看護援助の他事

例や保健事業・施策への反映」をあてて、保健

師の意図と行為の組み合わせ 62 件を概観して

取り出した性質の記述をさらに概観して、「発達

障害の診断を受け入れられない育児者、家族の

理解不足で支援できない事例も多いことに考慮

する」「健診や予防接種、医療機関定期受診の

特徴を活かし、機会を捉え児と育児者の状況を

把握する」等(他 6 項目)とまとめた。そこから「発

達障害の診断を受け入れられない・就学予定の

学校に知られたくない、家族の理解不足で支援

できない事例も多く、健診や予防接種等の機会

を活かして事後支援する」を家庭訪問援助の特

徴とした。「自分は実施したことがない」回答者

数が多いのは「上の子の支援・就学時に形成し

た学校・保育園との関係を、本児に活かす」他 4

項目、「重要と思わない」回答者数が多いのは

「下の子の発達障害の可能性を視野に入れて、

健診時等で予防的に関わる」他 1 項目だった。 

(7)事例ごとに分析の視点「7) 関係職種との連

携」をあてて、保健師の意図と行為の組み合わ

せ 47 件を概観して取り出した性質の記述をさら

に概観して、「担当者会議の場で、本児に関わ

る関係職種と育児者とで支援の方向性を統一さ

せ、療育支援体制に不信感を持たれずに安心

して療育できるようにする」等(他 5 項目)とまとめ

た。そこから「児の状況を保健師と関係機関・職

種が共有し、関係職種と育児者とで支援の方向

性を統一し、役割分担・連携のもと、支援が途切

れないようにする」を家庭訪問援助の特徴とした。

「自分は実施したことがない」回答者数が多いの

は「小学校担任が本児と育児者の療育ニーズに

適切に対応できるよう、療育機関と学校との連携

を調整する」他 4 項目だった。 
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